
高
校
生
の
わ
が
子
に

ど
こ
ま
で
か
か
わ
る
べ
き
？

「
保
護
者
」か
ら「
自
立
支
援
者
」へ
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ

保
護
者
か
ら
見
た
ら
ま
だ
頼
り
な
く
て
も
、
義
務
教
育
が
終
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
着
実
に
大
人
へ
の
階
段
を
上
り
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
先
、
大
学
受
験
、
就
職
と
、
自
立
に
向
か
っ
て
い
く
わ
が
子
に
対
し
、
こ
れ
か
ら
保
護
者
は
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
？

●毎朝子どもを起こしている
●子どもの部屋を掃除している
●子どもが出かける前、忘れ物や服装の寒暖調節などを
　気遣っている
●子どもが就寝するまで自分も起きている
●「何時までに○○（TV、食事、ゲーム等）しなさい」と
　いう会話をよくする
●用もないのに子どもの部屋をのぞきに行く
●子どもの衣類は主に親が買いに行っている
●子どもの携帯をチェックしている
●子どもの嫌いなメニューや食材は出さない
●子どもの外出先や週末の予定を常に把握している

●勉強や勉強方法について、子どもに指導している
●時間割を細かく把握している
●塾選びを保護者主導でしている
●今学んでいる単元など、勉強の進度をチェックしている
●子どもに質問されてもいいように自分も勉強している
　科目がある
●子どもの教科書やノートをチェックし、勉強への取り組み
　態度を確認している
●勉強しなさいと毎日のように言っている
●文房具はほぼ親が買いに行っている
●定期テストや模擬試験の結果を子どもよりも分析・理解
　している
●定期テストや模擬試験の結果が悪いと、子どもを叱る

●進学先（高校・大学）を調べている
●進学先（高校・大学）の見学に行った（行こうと思う）
●先輩保護者から情報収集している
●子どもに希望の進路を尋ねたり、早く進路を決めなさい
　と促している
●親が希望する特定の進路を、子どもに勧めている
●子どもに向く仕事や学校を検討し、子どもに勧めている
●子どものために大学の資料などを取り寄せたことがある
●ある特定の進路・職業について、親は反対だと子どもに
　伝えている
●子どもの選んだ進路やなるための方法を研究している
●向いている科目や文理選択などは親が判断しアドバイス
　している

まずは現状を
セルフチェック！

わが子に中学までやっていたことと、
これからもやろうと思うことをチェックしてみましょう

それぞれどれくらいありましたか？
次のページで先輩保護者の実態と比べてみましょう 個 個

生 活 編

勉 強 編

進 路 選 択 編

中学まで

中学まで

中学まで

これから

これから

これから

中学まで合計 これから

取
材
・
文
／
長
島
佳
子　

イ
ラ
ス
ト
／
曽
根
愛
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毎朝子どもを起こしている

子どもの部屋を掃除している

子どもが就寝するまで自分も起きている

用もないのに子どもの部屋をのぞきに行く

子どもの衣類は主に親が買いに行っている 

子どもの携帯をチェックしている

子どもの嫌いなメニューや食材は出さない

子どもの外出先や週末の予定を常に把握している

勉強や勉強方法について、子どもに指導している

時間割を細かく把握している

塾選びを保護者主導でしている

今学んでいる単元など、勉強の進度をチェックしている

勉強しなさいと毎日のように言っている

文房具はほぼ親が買いに行っている

定期テストや模擬試験の結果が悪いと、子どもを叱る

進学先（高校・大学）を調べている

進学先（高校・大学）の見学に行った（行こうと思う）

先輩保護者から情報収集している

親が希望する特定の進路を、子どもに勧めている

子どもに向く仕事や学校を検討し、子どもに勧めている

子どものために大学の資料などを取り寄せたことがある

子どもの選んだ進路やなるための方法を研究している

子どもが出かける前、忘れ物や服装の寒暖調節
などを気遣っている

「何時までに○○（TV、食事、ゲーム等）しなさい」
という会話をよくする

子どもに質問されてもいいように自分も勉強
 している科目がある
子どもの教科書やノートをチェックし、勉強への
取り組み態度を確認している

定期テストや模擬試験の結果を子どもよりも
分析・理解している

ある特定の進路・職業について、親は反対だと
子どもに伝えている

向いている科目や文理選択などは親が判断し
アドバイスしている

子どもに希望の進路を尋ねたり、早く進路を
決めなさいと促している

保
護
者
の
言
い
分

保
護
者
の
言
い
分

保
護
者
の
言
い
分

先輩保護者の実態を
チェックしてもらいました！

生 活 編

勉 強 編

進 路 選 択 編

右ページと同じ内容で先輩保護者にアンケート。その回答に対して
ご意見番の先生の感想をうかがいました。

ご意見番の先生方

「ハードな部活と勉強の両立で睡
眠時間が少ないので起こしている

」

「風邪をひくと困るから、服装の
チェックは親の務め」

「子どもが勉強しているのに先に
寝るのは気が引ける」

「費用は親が払っているし、携帯
をチェックするのも親の義務」

「成人するまでは親の管理下にあ
るので、外出先は把握しておきた

い」

「大学を本人が調べる時間がな
いので親がやっている」

「3年になってから進路を決める
のでは遅いから」

「就職難の時代なので安定した
職に就いてほしい」

「経験の少ない子どもに知恵を与
えるのが親の務め」

「親にも情報がないと子どもにア
ドバイスできない」

「子どもと親が一体となって勉強に取り組む姿勢が大切」「『勉強しなさい』は単なる口癖」
「子どもに質問されてもいいように自分も勉強している」「客観的にアドバイスしたいので試験結果は把握している」「試験の結果が悪くて叱る人がいないと危機感がなくなる」

自分から起きたり掃除したりして
くれたら親もうれしいはずです
ね。できるまでやらせてみてはど
うでしょう？子どもの世話を焼く

ことについて親子で話し
合った結果がどうかが大
事です。（南野先生）

逆の立場で、親が子どもから
毎日「お母さん今日もちゃんと
働いて」って言われたらイヤで
すよね？（笑）。試験の結果も、
叱って成績が上がる効果を感
じている人は少ないのではな
いでしょうか？（南野先生）

子どもの情報や判断は、狭くて
偏っていることが多いため、親
の想いとは食い違いが多々あり
ますが、頭から否定はせずに、聞
く耳を持って相談相手になって
あげてください。（南野先生）

高校生になったら急に勉強し始
めるわけではないので、毎日言う
必要はないですが、促すことはし
てほしいですね。試験は結果よ
りプロセスが大事なので、少しで
も成績が上がったらほめてあげ
ましょう。（前岡先生）

進学先を調べる際、大学名から
ではなく、子どもがやりたいことが
学べる学部や学科から調べてほ
しいですね。進路は親子でぜひ

話し合ってほしいですが、
「早く」と催促する必要は
ないですね。（前岡先生）

「親の務め」や「義務」という言葉
の裏に、親自身の不安解消のた
めにやっている「監視」は、子ども
の自立・自律にかえって逆効果で
す。（前岡先生）

大阪府立高校初の男性家庭
科教員として「生き方」を考え
る授業を展開。10ページで「自
立」について具体的に語ってく
ださっています。

進路指導部を「キャリア
センター」とする中村中
学・高校の同センター
長。11ページで保護者
の「支援」について語っ
てくださっています。

大阪府立八尾北高校
南野忠晴先生

私立中村中学・高校
前岡克美先生

■高校入学後もやっていた（やっている）　■中学生までやっていた 
■小学生以下ではやっていた　■やったことがない

■高校入学後もやっていた（やっている）　■中学生までやっていた 
■小学生以下ではやっていた　■やったことがない

■高校入学後もやっていた（やっている）　■中学生までやっていた 
■小学生以下ではやっていた　■やったことがない

「正解」はありませんが、そのかかわりは
子どもの幸せに結びついて
いくか考えていきましょう！

＊アンケート概要：高校1年生、2年生の子を持つ全国の保護者400名に、インターネットで調査。
　調査期間：2013年12月下旬。調査協力：株式会社マクロミル
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中
学
で「
自
立
」の
資
質
養
成
、

高
校
で
は「
自
律
」が
教
育
目
標

　

下
の
図
表
は
、文
部
科
学
省
が
提
示
し

て
い
る
学
校
段
階
に
応
じ
た
教
育
目
標

を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
日
本
で
は
中
学

ま
で
が
義
務
教
育
と
さ
れ
、そ
の
後
に
職

業
に
就
く
生
徒
も
い
る
た
め
、中
学
校
の

時
点
で「
社
会
的
自
立
の
た
め
に
必
要
な

資
質
・
能
力
を
育
成
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
を
卒
業
し
た
時
点
で
、本
来
は
自
立

で
き
る
素
養
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が

目
標
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。み
な
さ
ん

の
お
子
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

　

高
校
で
は
下
記
に
加
え
、社
会
人
と
し

て
将
来
学
び
、働
き
続
け
る
た
め
の「
正

義
感
、責
任
感
、公
徳
心
や
自
律
の
精
神

を
養
う
こ
と
が
重
要
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
校
に
入
る
と
次
は
大
学
等
へ
の
進
学

や
就
職
が
目
先
の
目
標
と
な
り
ま
す
が
、

高
校
も
大
学
も
社
会
へ
出
る
通
過
点
に

過
ぎ
ず
、そ
れ
ま
で
に「
自
立
」と「
自
律
」

を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
学
校
教
育
だ
け
の
目
標
で
は
な
く
、家

庭
で
の
子
育
て
そ
の
も
の
の
目
標
と
も
い

え
ま
す
。
保
護
者
も
こ
の
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
意
識
し
、理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

心
も
体
も
環
境
も
変
わ
る

思
春
期
か
ら
青
年
期
の
過
渡
期

　

学
校
段
階
の
教
育
の
目
標
が
高
ま
る一

方
で
、子
ど
も
た
ち
自
身
の
成
長
過
程
や

環
境
に
も
変
化
が
訪
れ
ま
す
。体
の
成
長

は
中
学
ま
で
よ
り
も
緩
や
か
に
な
る
子

ど
も
も
い
ま
す
が
、高
校
で
体
格
が
変
わ

る
子
ど
も
も
多
く
い
ま
す
。

　

中
学
よ
り
も
通
学
が
遠
く
な
る
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、新
し
い
友
人
た
ち
と

も
出
会
い
世
界
が
広
が
る
こ
と
で
、視
野

も
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
高
校
で
は
入
学

直
後
か
ら
進
路
指
導
が
始
ま
る
と
こ
ろ

も
多
く
、将
来
の
希
望
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
始
め
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

部
活
や
生
徒
会
活
動
も
中
学
よ
り
も
盛

ん
に
な
り
、家
で
過
ご
す
時
間
が
中
学
よ

り
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
子
ど
も
の
変
化
に
戸
惑
い
を

感
じ
た
り
、心
配
に
な
る
保
護
者
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
前
ペ
ー
ジ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
、子
ど
も
が
心
配
で
ひ
た
す
ら
手
を

か
け
て
い
る
保
護
者
の
声
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。子
ど
も
の
変
化
を
自
立

へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
受
け
止
め
、子
離
れ
す
る

準
備
が
保
護
者
側
に
も
必
要
な
の
で
す
。

高
校
生
は
中
学
生
と
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
？

高
校
生
に
な
っ
て
わ
が
子
が
急
に
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
・
中
学
校
と
続
い
て
き
た
学
び
が
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、

将
来
像
を
よ
り
具
体
化
さ
せ
る
段
階
に
入
っ
て
き
ま
す
。
中
学
生
と
高
校
生
の
違
い
を
、
学
び
の
場
と
子
ど
も
自
身
の
変
化
で
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
に
必
要
な
能
力
を
養
う

こ
と
に
よ
り
、社
会
生
活
に
必
要
な

資
質
・
能
力
の
基
礎
を
身
に
付
け
る

最
初
の
義
務
教
育
の
場
。

社
会
的
自
立
の
た
め
に
必
要
な
資

質
・
能
力
を
育
成
し
、生
徒
の
興
味
・

関
心
、能
力
・
適
性
等
の
多
様
化
に

対
応
し
て
、進
学
や
職
業
選
択
の

準
備
を
す
る
義
務
教
育
の
場
。

生
徒
が
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
、

各
自
の
興
味
・
関
心
、能
力
・
適
性

に
応
じ
て
将
来
の
進
路
を
選
択
し
、

決
定
す
る
能
力
や
態
度
を
身
に
付

け
る
た
め
の
学
習
を
深
め
る
場
。

学
術
の
中
心
と
し
て
、広
く
知
識

を
得
る
と
と
も
に
、深
く
専
門
の
学

芸
を
研
究
し
、知
的
、道
徳
的
及
び

応
用
的
能
力
を
発
展
さ
せ
る
た
め

の
場
。

小
学
校

中
学
校

高
校

大
学・
大
学
院

社
会=

自
立

ここが大事！
高校は
ここへの
ステップ

中学生高校生

思春期は
卒業しつつ
大人とも違う

思春期、第２次
反抗期に突入

体格が急激に
変わり始める通学が遠くなり、

友人の幅も広がる

スマホが
必需品

親より友達と
遊び出す

おしゃれに
興味をもつ

異性に
興味を持つ

バイトを
する子も

勉強が難しくなる
勉強、部活と
ますます忙しい

学
校
の
性
質
と
役
割
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私
の
考
え
を

尊
重
し
て
ほ
し
い

あ
た
た
か
く

見
守
っ
て
ほ
し
い

私
の
話
を

ち
ゃ
ん
と

聞
い
て
ほ
し
い

具
体
的
に

ア
ド
バ
イ
ス

し
て
ほ
し
い

進
路
に
つ
い
て

私
よ
り
も
詳
し
く

情
報
収
集
し
て

ほ
し
い

私
の
進
路
に
つ
い
て

関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い

相
談
に

の
っ
て
ほ
し
い

励
ま
し
て
ほ
し
い

今
の
進
路
や

進
学
に
つ
い
て

知
っ
て
ほ
し
い

放
っ
て
お
い
て

ほ
し
い

50％

40％

30％

20％

10％

0％

43.8

39.5
37.6

26.4

28.1

23.3 23.8
28.3

25.6

39.339.0

34.7

42.1
44.0 43.6

40.5

32.0 31.7 32.4

20.8

31.8 30.9
27.9 29.5

27.5
24.3

25.4
22.9 22.6

18.2

　

家
庭
に
よ
っ
て
関
係
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、取

材
に
応
え
て
く
れ
た
生
徒
た
ち
や
、下
記
の
グ

ラ
フ
を
見
て
も
、保
護
者
の
干
渉
度
に
か
か
わ

ら
ず
、子
ど
も
た
ち
は
ま
ず
「
自
分
の
考
え
を

尊
重
し
」「
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。進
路
選
択
に
つ
い
て
は
子
ど

も
が
保
護
者
と
異
な
る
希
望
を
持
っ
て
い
て
も
、

ま
ず
は
否
定
せ
ず
に「
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
き
」、

子
ど
も
に
は
な
い
大
人
と
し
て
の
視
点
で
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

高
校
生
が
保
護
者
に
求
め
る
こ
と
と
は
？

保
護
者
が
子
ど
も
に
し
て
あ
げ
た
い
こ
と
が
あ
る
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
に
何
を
ど
こ
ま
で
求
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？　

高
校
時
代
の
保
護
者
と
の
か
か
わ
り
で
、し
て
ほ
し
い
こ
と
、し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
高
校
生
と
大
学
生
に
ホ
ン
ネ
の
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

保護者の態度別：進路を考える上で保護者にしてほしい行動・態度
一般社団法人全国高等学校PTA連合会・株式会社リクルートマーケティングパートナーズ
合同調査　第6回｢高校生と保護者の進路に関する意識調査｣ 2013　対象：高校生 
2,044名、保護者1,704名、2013年9月24日～2013年10月31日実施（以下のグラフも同様）

　■保護者が過干渉だと感じている高校生　■ちょうどいいと感じている高校生　■保護者が自分に無関心と感じている高校生

自
分
を
尊
重
し
つ
つ

相
談
に
も
の
っ
て
も
ら
い
た
い

手をかけられすぎと感じたけれど
感謝の気持ちで勉強に励めた

言われないと勉強しないんだけど
毎日言われるのはうざい

大人の理不尽な態度には反発する
進路は自分で決めるべきこと

　高校のときは朝起こしてもらったり、食事を気
にしてもらうなどの生活管理は頼りにしていまし
たが、集中力が高まったときに「早く寝なさい」と
か言われると、大きなお世話だと思ってしまった
こともありました。私が左利きのせいか、包丁持
つだけで危ないと言われて、手をかけすぎだと思
うこともあります。でも進路は自分で決めろと言
ってくれたり、学校の先生が「いい大学を目指
せ」と言うと、母は「そこで何がやりたいの？」と
学校とは違う視点を与えてくれたりしたことに感
謝しています。その感謝に応えるには、勉強して
結果を出し、やりたい仕事に就くことだと思って
いるのでがんばれています。

　中１の頃は自分もちゃんと勉強していたけど、
中２からダラけてしまって、それからお母さんは顔
を見るたびに「勉強しろ」って言う。部活で疲れ
てボーッとしてたりするから、言われないとやらな
いんだけど、あんまり言われると「やるやる」って
ただ答えて３割くらいしかやってません。
　お母さんとはよくしゃべる方。仕事だけじゃなく
て趣味やNPOとかいろんなことしているので、
その話もよくしてくれて、そういうのは楽しい。昔
はスポーツ選手になりたかったけど、才能ないか
ら無理って思ったときに、お母さんが「スポーツ
関連で他にこういう仕事があるよ」と教えてくれ
たりするのはありがたいと思いました。

　うちは勉強については放任主義なので、親に
は勉強しろと言われたことはないです。言われる
のがイヤなタイプなので言わなかったのかもしれ
ませんが、勉強できなくて困るのは自分なので、
言われなくてもやったというか。親ではないです
が学校の先生が自分の機嫌だけで怒ったり、
上から目線で何か言ってくると反発しがちにな
るので、大人は理不尽なことはしないでほしい。
進路も自分で決めた方が責任が持てるので、
親が口出しするより子どもに任せた方がいいと
思います。ただ、自分は学費が高い学部を希望
しているため、親から国公立ならいいと言われて
いるので、それに向けて準備を始めています。

東京都　私立高校２年 I さん（女子）

茨城県　県立高校２年Ｈ君（男子）

東京都　私立大学２年Yさん（女子）
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干渉 ちょうどいい 無関心 話す 話さない 話す 話さない

保護者の自分へのかかわり度 進路について保護者との対話 仕事の楽しさについて保護者との対話

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

69.6
76.4

56.0

77.1

53.0

77.0

68.0

30.2
23.6

44.0

22.7

46.8

22.9

31.8

大
人
と
は
、「
４
つ
の
自
立
」が

で
き
て
い
る
人
の
こ
と

　

私
は
授
業
の
中
で
、４
つ
の
自
立
に
つ

い
て
生
徒
た
ち
に
話
し
て
い
ま
す
。そ
れ

は
、自
分
で
自
分
の
暮
ら
し
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
る「
生
活
的
自
立
」、自
分

で
責
任
を
持
っ
て
判
断
で
き
る「
精
神

的
自
立
」、収
入
に
合
わ
せ
て
生
活
す

る
見
通
し
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る「
経
済

的
自
立
」、性
を
道
具
の
よ
う
に
使
わ

ず
、豊
か
な
関
係
性
を
築
く
た
め
に
使

う
「
性
的
自
立
」の
こ
と
で
、こ
の
４
つ

が
で
き
る
人
を「
大
人
」だ
と
伝
え
て
い

ま
す
。

　

自
立
と
言
っ
て
も
い
つ
も
ひ
と
り
で

何
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
く
、人
の
力
が
必
要
な
と
き
は
借
り
、

逆
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
力
を
貸

せ
る
、持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
性
を

作
れ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

で
は
、保
護
者
の
方
々
は
わ
が
子
を

ど
う
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？　

面
倒

を
見
て
あ
げ
た
い
存
在
と
す
れ
ば
、ま
だ

「
子
ど
も
」と
し
て
見
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
昔
は
15
歳
に
も
な
れ
ば
労
働

保
護
者
の
役
割
は
ズ
バ
リ「
自
立
支
援
」

そ
の
名
の
通
り
子
ど
も
を
か
ば
い
、
守
る
立
場
の
「
保
護
者
」。
子
ど
も
が
未
成
年
の
間
は
保
護
者
と
呼
ば
れ
続
け
る
も
の
の
、
自
立
や
自
律
に

向
か
っ
て
い
く
学
校
教
育
の
後
半
戦
と
も
な
れ
ば
、
役
割
は
た
だ
守
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、「
自
立
支
援
」
へ
と
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
で
す
。

「自立」とは具体的に何か？
教育の目標の中での「自立」とは、辞書にあるような独立やひとりだちとは意味合いが異なります。

では、具体的にどのような状態を指すのか、南野先生にうかがいました。

13年間英語教員を務めた後、大阪
府立高校で初の男性家庭科教員に。
NHK教育テレビ高校講座「家庭総
合」講師。著書に『正しいパンツのた
たみ方』（岩波ジュニア新書）など。

大
阪
府
立
八
尾
北
高
校

南
野
忠
晴
先
生

者
と
し
て
扱
わ
れ
、社
会
的
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
年
齢
で
も
大

人
と
同
じ
体
力
や
能
力
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
今
は
高
校

と
い
う
枠
の
中
で
し
か
能
力
を
発
揮
す

る
場
が
な
い
た
め
、経
験
を
積
む
場
が

な
く
、勉
強
や
部
活
の
成
績
で
し
か
判

断
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

保
護
者
が
わ
が
子
を
子
ど
も
と
し
て
し

か
見
て
い
な
け
れ
ば
な
お
さ
ら
で
す
。

役
割
を
与
え
て
、自
分
の

可
能
性
を
発
見
さ
せ
る

　

わ
が
子
を「
大
人
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
人
」と
し
て
見
て
、日
常
生
活
の
中

で
も
役
割
を
与
え
る
と
、自
立
の
道
は

ぐ
ん
と
近
づ
い
て
き
ま
す
。例
え
ば
私
が

「
お
弁
当
を
自
分
で
作
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
」と
生
徒
た
ち
に
言
っ
た
と
こ
ろ
、

３
年
間
そ
れ
を
や
り
遂
げ
た
生
徒
が
い

ま
し
た
。
初
め
は
大
変
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、続
け
る
う
ち
に
料
理
や
買
い
物

の
コ
ツ
が
わ
か
り
、最
後
に
は
要
領
良

く
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、自
信
に
つ
な

が
っ
た
と
言
う
の
で
す
。

わ
が
子
を「
子
ど
も
」と
し
て
扱
わ
ず

「
大
人
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
人
」と
見
て
ほ
し
い

　

子
ど
も
に
手
を
か
け
す
ぎ
る
の
は

「
支
配
」と
同
じ
こ
と
で
、子
ど
も
は

「
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
れ
ば
い
い
ん

だ
」と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
は
親
子

の「
信
頼
」が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
立
支
援

に
最
も
大
事
な
の
は
信
頼
で
、親
が
信

頼
し
て
何
か
を
任
せ
れ
ば
、子
ど
も
は

そ
れ
に
応
え
よ
う
と
が
ん
ば
る
の
で
す
。

朝
起
こ
し
た
り
、勉
強
し
な
さ
い
と
言

う
の
は
、わ
が
子
を
信
頼
し
て
い
な
い

証
拠
。「
心
配
」だ
か
ら
と
言
う
人
も
い

ま
す
が
、多
く
の
場
合
、親
自
身
の
安

心
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

親
は
子
ど
も
よ
り
も
人
生
経
験
に

長
け
て
い
ま
す
。
少
し
先
の
未
来
を
見

据
え
て
、わ
が
子
が
ど
ん
な
大
人
に
な

っ
て
い
る
か
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
接
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
生
き
て
い
き

た
い
か
は
子
ど
も
自
身
が
決
め
る
こ
と

で
す
が
、そ
れ
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
個

性
を
一
緒
に
探
し
て
あ
げ
る
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

自分の進路を歩んでいけそうか（進路への自信）
　■「自分の進路を歩んでいけそうと思う」と答えた高校生　■「自分の進路を歩んでいけそうと思わない」と答えた高校生

“自信がない”高校生の
保護者は

無関心派が多い？
“自信がある”高校生は
保護者との対話あり
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56.0 9.2 5.2

5.5

5.5

6.5
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5.5

2.2

1.9 2.6

1.7

3.4 4.9

3.24.7

2.7

0.6

0.4

0.1

0.4

0.2

0.1

0.1

0.1

1.5

1.1

0.6

1.6

2.52.0

10.6

31.5

31.6

34.7

69.3

25.3

28.1

30.6

28.1

28.4

16.0

50.9

29.6

24.5

21.9

1.9

働く意義について教える  

将来の目標を持たせる

勉強する意味を教える

経済や企業の動向を伝える

人間関係を築く力をつけさせる

学力をつけさせる

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

見
守
り
な
が
ら
、ほ
め
て

長
所
を
認
識
さ
せ
て
あ
げ
た
い

永
井
先
生「
子
ど
も
に
対
す
る
親
の
接

し
方
に
は
、手
を
か
け
る『
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
』

か
ら
、目
に
入
っ
て
い
る『
Ｓ
Ｅ
Ｅ
』ま
で

の
６
段
階
が
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す

（
左
図
参
照
）。『
手
』を
か
け
て
世
話
を

す
る
状
態
か
ら
、『
目
』で
見
守
る
状
態

へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
」

前
岡
先
生「
高
校
生
だ
か
ら
ど
の
段
階

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、当
校

で
、自
立
の
道
を
う
ま
く
歩
め
て
い
る

な
と
思
え
る
生
徒
の
保
護
者
に
話
を

聞
く
と
、『
本
人
の
や
り
た
い
道
を
妨
げ

な
い
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
』と
お
答
え

に
な
り
ま
す
。親
が
口
出
し
せ
ず
、見
守

っ
て
い
る
の
で
す
」

永
井
先
生「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
際

に
お
話
し
す
る
の
が『
保
護
者
の
役
割

の
３
Ｈ
』で
、子
ど
も
の
強
み
に
対
し
て

は『
ほ
め
』、弱
み
や
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
対
し
て
は『
は
げ
ま
し
』、

夢
や
希
望
を『
育
む
』こ
と
で
す
。意
外

に
や
っ
て
い
な
い
の
が
ほ
め
る
こ
と
。
例

え
ば
テ
ス
ト
で
30
点
だ
っ
た
子
が
次
の

では保護者はどこまで「支援」する？
わが子の自立のために保護者がすべき「支援」について、進路指導に「キャリアデザイン」の概念を

取り入れている中村中学・高校の２名の先生にお話をうかがいました。

2002年、進路指導部長を担当した
際、同校に「キャリアデザイン」の授業
を導入。2級キャリア・コンサルティン
グ技能士、ガイダンスカウンセラー、上
級教育カウンセラーなど資格多数。

生徒のキャリアデザインをサポートする
「キャリアセンター」を統括。キャリア・
カウンセラーの資格を持ち、生徒一人
ひとりを最適な進路へと導くサポート
を実施。

私
立
中
村
中
学
・
高
校

副
校
長

永
井
哲
明
先
生

私
立
中
村
中
学
・
高
校

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

前
岡
克
美
先
生

テ
ス
ト
で
40
点
だ
っ
た
と
き
、10
点
も

上
が
っ
て
い
る
の
に
ほ
め
な
い
の
で
す
。

80
点
が
90
点
に
な
っ
た
ら
き
っ
と
ほ
め

る
と
思
い
ま
す
。
結
果
だ
け
で
は
な
く

プ
ロ
セ
ス
を
見
て
あ
げ
て
、同
じ
10
点

上
が
っ
た
喜
び
に
差
を
付
け
な
い
で
ほ

し
い
の
で
す
」

前
岡
先
生「
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
、机

に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、昨
日
で

き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
今
日
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。つ
ま
り
目
を
か
け
て

い
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。保
護
者
の
方
に

『
お
子
さ
ん
の
長
所
を
挙
げ
て
く
だ
さ

い
』と
い
う
と
出
て
こ
な
い
こ
と
が
多
く
、

生
徒
自
身
に
聞
い
て
も
ほ
め
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、自
分
の
長
所
が
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。将
来
の
希
望
を
持
つ
た
め
に
は

『
自
信
』を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
」

自
立
支
援
は
、家
庭
と
学
校
が

「
協
働
」す
る
こ
と
が
大
切

永
井
先
生「
子
ど
も
の
自
立
支
援
は
、

学
校
と
家
庭
が
共
に
行
う
べ
き
こ
と
で
、

協
力
し
て
連
携
を
取
り
、協
働
し
あ
う

こ
と
が
理
想
で
す
。
下
の
グ
ラ
フ
を
見

る
と
、『
働
く
意
義
に
つ
い
て
教
え
る
』や

『
将
来
の
目
標
を
持
た
せ
る
』こ
と
は
、

『
家
庭
の
み
』と
お
考
え
の
保
護
者
が

多
数
派
で
す
が
、本
来
は
学
校
も
含
め

た
生
徒
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
大
人
が

支
援
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
勉
強
す
る
意
味
を
教
え
る
』

や『
人
間
関
係
を
築
く
力
を
つ
け
さ
せ

「
手
を
か
け
る
」段
階
か
ら「
目
を
か
け
る
」へ

家
庭
だ
け
で
背
負
わ
ず
、学
校
と
協
働
で
支
援

る
』に
つ
い
て『
学
校
の
み
』と
回
答
し

た
方
が
30
％
を
超
え
て
い
ま
す
が
、こ
れ

も
や
は
り
、学
校
と
家
庭
が
協
働
で
あ

る
べ
き
で
、人
と
向
き
合
う
姿
勢
や
学

ぶ
姿
勢
は
、家
庭
環
境
の
影
響
も
大
き

い
も
の
で
す
」

前
岡
先
生「『
学
力
を
つ
け
さ
せ
る
』は

７
割
に
近
い
方
が
学
校
の
み
の
役
割
と

お
答
え
で
す
。し
か
し
、学
力
に
は
知
識

力
な
ど
数
値
化
で
き
る
も
の
と
、数
値

化
さ
れ
て
い
な
い『
努
力
・
継
続
の
習

慣
』や『
優
先
順
位
を
付
け
て
実
行
に

移
せ
る
力
』な
ど
も
含
ま
れ
、卒
業
後

も
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
に
な
り
ま

す
。そ
の
力
を
身
に
つ
け
る
に
は
、家
庭

の
役
割
も
大
き
い
の
で
す
」

永
井
先
生「
自
立
に
は
個
人
差
が
あ
り

ま
す
。子
ど
も
の
段
階
を
家
庭
と
学
校

で
共
に
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

この自立支援、学校がやるべき？家庭がやるべき？（高校生に対する保護者が考える自分の役割）

■家庭のみ　■家庭と学校　■学校のみ　■家庭とその他　■学校とその他　■家庭・学校・その他　■その他のみ　■無回答

子どもへの接し方の段階

HELP（手をかける）

SUPPORT（支援）

STAND BY（寄り添う）

WATCH（気をつけて見る）

LOOK OUT（目を向ける）

SEE（目に入る）
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